
































































































































































































































































































































クラス （ ） 氏名
0仏教の国々
①大乗仏教の国々
a ( ）首都（ ） 中国文化の影響を受けた
第二次大戦後フランスから独立 その後介入した（ ）と十年以上戦う
これがベトナム戦争 その後共通の敵（ ）が登場したので日本とも仲良
くなる 現在 （ ）のーっとして発展中



















































































① 1 4 9 2年
② 1 4 9 8年
③ 1 5 1 9～1 5 2 2年









クラス （ ） 氏名 （ 
1 ' 1 7世紀の世界商品とその産地をあげよ。





























































Historical Formation of the Asia-Pacific Regions and Cultures 1 -The Formation of Asian Regional Cultures-
＜概要＞アジア・太平洋地域の文化に関する導入的知識を身に付けるために，その形成及び展開に関わる歴史過程について








































Jerry Bentley, Herbert Ziegler, Heather Streets Salter, Traditions & Encounters: A Brief Global History, 3版





Traditions and Encounters 白llineLeanせngCenter Traditions and Encounters Online Learning Center 






(URL= http://www.let.osaka-u.ac. jp/j a/research/comm凹~ity/hodo/2003_2012) 




読売新聞 2006年 1月 17 2007年度共通教育で開講予定の「市民のためのアジア史」「同ヨーロッパ史」
日夕刊（桃木至朗） についての紹介記事「阪大高校世界史の講義」
読売新聞 2006年 1月23 阪大が高校教員と共同で行っている歴史教育の研究会についての紹介記事
日朝刊（桃木至朗） 「「歴史は暗記」イメチェンJ








































特別 大＇y：院 特別 科目等 大＇y：・院
年度 γ・；）五 博士前期 博一行後期
研究’芋生 研究憎乍生 l記1講学生 履修生 研究生 研究生
(M) (D) 
2010 28 12 8 。 。 。 。 。 。





年度 や［部卒業者 博寸ー 後期（D) 博｜で後期（D) 出身の研究者
博一仕前期（M）修了者
単｛す修得退学者 ｜専イです刊す取得者
2008 8 3 2 。 。
2009 3 3 。 1 2 
小言十 11 6 2 1 2 
2010 8 6 。 。 。
2011 3 2 。 4 。
小言十 11 8 。 4 。
0大学院生等による論文発表等（括弧内は査読付き論文数）
講座等 γ・引l~i的
年度 ’f：会誌 紀要 論文集
機関誌 商業誌
2008 2(2) 0(0) 0(0) 0(0) 4(0) 6(2) 
2009 2(2) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 2(2) 
ノJ、言十 4(4) 0(0) 0(0) 0(0) 4(0) 8(4) 
2010 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 6(0) 6(0) 
2011 6(6) 0(0) 0(0) 0(0) 1(0) 7(6) 






2008年度 PD:O名 DC2:0名 DCl: 1名（計1名）
2009年度 PD:O名 DC2:0名 DCl: 1名（計1名）
2010年度 PD:l名 DC2:0名 DCl: 1名（計2名）




























































3) （編集・発行）『大阪大学歴史教育研究会成果報告書シリーズ 6ー 「阪大史学
の挑戦2」ー最新の研究成果にもとづく大学教養課程用世界史教科書の作成』（平成23-25年
度科研費補助金・基盤研究（A）・課題番号 23242034）研究代表者：桃木至朗， 2012. ［向正
樹「詳しく学ぶ世界史教材 モンゴル時代の世界の一体化と交易ネットワーク」
(pp.17・44）；向正樹，伊藤一馬「中央ユーラシア史用語リスト解説」（pp.45・51）他掲載】









































































































































































































































日本の大学の文学部史学科の先生で最も現代に近い研究をしている人でも、 19 5 0年
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































E 国際関係の 支配層の登場 3）科挙制と文臣官僚の登場
変化と支配層の 4）武人の成長と武士政権の成立
再編 1）性理学の成立
3.性理学の成立と拡散 2）性理学の拡散
3）性理学の社会規範化
1）モンゴル帝国の成立
4.モンゴル帝国以後の地 2）元の支配と東アジア各国の対応
域内外交流 3）世界的交易網の形成
4）新しい国際関係の展開
1)16世紀東アジアの情勢
l. 17世紀前後東アジアの 2）壬辰・丁酉戦争
戦争 3）丁卯・丙子戦争
4）戦争を通じての交流
1)17世紀以降の東アジアにおける人口増加
2. 16～19世紀の社会変化
2）商工業の発達
N 東アジア社 3）都市の成長
会の持続と変化 4)17世紀以降の社会変化
3.学問と科学技術・庶民
1)16世紀以降の東アジアの学風
文化
2）西洋学問の受容と科学技術の発達
3）庶民文化の発達
4.地域内交易関係の変
1）東アジアの伝統秩序と交易関係
化・西欧との交流
2）東アジア交易の変化と銀の流通
3）西欧との交流と交易網の拡大
l.近代化運動と国際関係
1）東アジアの開港
の変動
2）各国の近代化運動
V近代国家樹 3）東アジア国際秩序の変動
立の模索 2.帝国主義的侵略と民族 1）日本の帝国主義的侵略
運動 2）民族運動
3.侵略戦争の拡大と国際 1）日本の侵略戦争の拡大
150 
連帯 2）日本の侵略戦争による東アジアの人びとの苦しみ
と被害
3）反戦・平和運動
4）国際的連帯による抗日闘争の展開
1）西欧近代知識・思想の流通？普及？流れ？
4.西洋文物の受容 2）近代的学校と新聞の登場
3）伝統的日常の変化
1.戦後処理と東アジアの 1）第2次世界大戦の戦後処理と冷戦の形成
冷戦 2）東アジアの熱い戦争
3）冷戦の緩和と国交樹立
1）東アジア諸国の経済成長過程
2.経済成長と交易の活性 2）日本・韓国・台湾の経済成長
化 3）社会主義諸国の開放と経済発展
VI今日の東ア 4）経済交流の活性化
ジア 1）民主主義の発展
3.政治と社会の発展 2）社会主義諸国の体制変化
3）社会変化と市民運動の活性化
1）東アジアにおける葛藤の背景と特徴
4.葛藤と和解 2）歴史をめぐる葛藤
3）領土問題による葛藤
4）和解に向けての努力
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